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はじめに

口腔機能向上に取り組む中で、口腔ケアや嚥下、咀嚼等の

重要性を理解されている利用者がいる反面、口腔機能やケアに

対して知識の少ない利用者や興味のない利用者もいた。

口腔衛生に対する知識・関心を高め、より良い口腔習慣が身に

付くように取り組みを行ったので以下に報告する。



方法①

期間： 令和４年 ５月～１０月

対象： HDS-Rが21点以上の方50名



方法②
１）利用者へのアンケート実施

（口腔体操満足度、現状の口腔衛生習慣の聴き取り、口腔衛生に関する興味関心）

２）アンケート結果に対する口腔体操の修正

口腔衛生に関するチラシ・ポスター作成

３）新口腔体操実施

口腔衛生に関するポスターの掲示、チラシの配布



経過①

５月 前期アンケート調査実施
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経過②

６月 アンケート結果から

口腔体操の修正、

チラシ・ポスターを作成



経過③



経過④

７月 新口腔体操の実施

口腔衛生に関するポスターの掲示・チラシの配布

10月 後期アンケートを実施



結果① 口腔体操の満足度
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結果② 口腔体操の満足度
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結果③ 口腔衛生習慣
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結果④ ポスターを見てこんな
効果があるとは知らな
かった

チェックポイントにい
くつか当てはまってる
から気をつけようと
思った

見ても分からなかった

見る機会がなかった



考察①

口腔体操に関しては、体操一つ一つの項目にどのような

効果があるか説明を取り入れたことで利用者の知識や理解の

向上に繋がった。

新型コロナ蔓延防止のため発声練習が中止になり体操内容の

短縮を感じる利用者がいたと考える。



考察②

口腔衛生習慣に関しては、高齢者の習慣を変化させるのは

容易ではなかった。

短い実施期間内でチラシやポスターを見るだけでは

高齢者の習慣をすぐに変化させることが難しかったと考える。



まとめ

チラシの配布やポスターの掲示だけでは利用者の意識を

変えることは難しかった。

体操を提供するスタッフが口腔機能に関する知識を深め

体操の前後で情報発信を行い改善に努めていきたい。



ご静聴有難う御座いました


